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札札幌幌教教区区司司祭祭ののおお二二方方がが神神様様ののみみももととにに召召さされれままししたた……
両両司司祭祭のの安安息息ををおお祈祈りり下下ささいい。。（（２２面面））

教教区区司司祭祭のの近近野野 亘亘 神神父父（（７７月月５５日日））とと井井戸戸井井 栄栄 神神父父（（７７月月１１１１日日））がが帰帰天天

Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
前
日
の
７
月

６
日
（
日
）
午
後
、
北
一
条
教

会
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
社

会
司
教
委
員
会
主
催
の
祈
り
と

講
演
の
集
い
が
１１０
名
余
参
加
し

開
か
れ
た
。
Ｇ
８
に
対
し
て
は

こ
れ
ま
で
「
地
球
資
源
を
浪
費

し
、
環
境
を
破
壊
し
て
き
た
責

任
」「
第
三
世
界
を
植
民
地
支

配
し
て
富
を
奪
い
、
貧
富
格
差

を
つ
く
り
出
し
た
責
任
」
更
に

「
合
計
二
万
発
も
の
核
兵
器
を

削
減
・
廃
絶
し
よ
う
と
し
な
い

責
任
」な
ど
が
問
わ
れ
て
き
た
。

そ
こ
で
正
義
と
平
和
協
、
カ
リ

タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
、
難
民
移
住
な

ど
の
諸
委
員
会
を
統
括
す
る
社

会
司
教
委
員
会
は
、
①
世
界
の

人
々
と
の
連
帯

②
先
住
民
族

の
権
利
回
復

③
地
球
環
境
と

の
共
生

④
貧
困
問
題
の
克
服

⑤
国
々
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
責

任
な
ど
五
つ
の
テ
ー
マ
を
掲

げ
、
サ
ミ
ッ
ト
へ
向
け
て
地
元

の
札
幌
地
区
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義

と
平
和
委
員
会
と
協
力
し
準
備

を
進
め
て
き
た
。
集
会
は
二
部

構
成
で
、
第
一
部
「
祈
り
の
集

い
」で
は
、「
平
和
に
つ
い
て
」

松
浦
悟
郎
大
阪
補
佐
司
教
（
正

平
協
会
長
）
が
、「
貧
困
に
つ

い
て
」
菊
地
功
新
潟
司
教
（
カ

リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
責
任
司
教
）

が
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
行
っ
た
。

ま
た
、
札
幌
の
青
年
た
ち
に
よ

る
ギ
タ
ー
伴
奏
の
歌
も
何
曲
か

披
露
さ
れ
、
静
か
な
祈
り
の
う

ち
に
前
半
が
終
わ
っ
た
。

第
二
部
は
「
ア
イ
ヌ
民
族
の

権
利
回
復
と
文
化
伝
承
」
の

テ
ー
マ
で
、
札
幌
在
住
の
ア
イ

ヌ
紋
様
刺
繍
家
・
小
川
早
苗
さ

ん
に
よ
る
講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
が
行
わ
れ
た
。
ア
イ
ヌ
民

族
が
先
祖
伝
来
の
「
ア
イ
ヌ
モ

シ
リ
」（
静
か
な
る
人
間
の
大

地
）
を
奪
わ
れ
、
明
治
以
降
も

過
酷
な
差
別
と
塗
炭
の
苦
し
み

を
受
け
て
き
た
歴
史
を
切
々
た

る
思
い
で
語
ら
れ
た
。
一
方

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
ア
イ

ヌ
民
族
の
伝
統
楽
器
ム
ッ
ク
リ

の
演
奏
、
知
里
幸
恵
著
『
ア
イ

ヌ
神
謡
集
』（
フ
ク
ロ
ウ
の
神

の
自
ら
歌
っ
た
謠
）の
抜
粋
を
、

小
川
さ
ん
指
導
に
よ
り
参
加
者

全
員
で
朗
読
し
、
最
後
に
、
ア

イ
ヌ
紋
様
刺
繍
の
衣
服
に
つ
い

て
詳
し
い
解
説
が
な
さ
れ
た
。

今
般
「
ア
イ
ヌ
民
族
が
先
住

民
族
で
あ
る
」
と
の
国
会
決
議

が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
真
の
権

利
回
復
に
は
ま
だ
多
く
の
課
題

が
残
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
ア

イ
ヌ
民
族
か
ら「
シ
サ
ム
」（
良

き
隣
人
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
日

本
人
は
、
抑
圧
の
歴
史
が
始
ま

る
や
敵
意
を
こ
め
て
「
シ
ャ

モ
」（
和
人
）
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
北
海
道
で
の
サ
ミ
ッ
ト
を

機
に
、
私
た
ち
も
先
住
民
族
の

人
々
と
の
「
多
民
族
多
文
化
共

生
社
会
」
を
め
ざ
し
、
更
に
世

界
の
環
境
・
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
水
と
食
料
・
貧
困
や
差

別
な
ど
の
問
題
に
も
よ
り
深
く

取
り
組
ん
で
ゆ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
た
。

（
新
海
雅
典
神
父
）

７
月
２
日
と
３
日
の
両
日
に

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
、
北
海
道
知
事
と
札
幌

市
長
の
挨
拶
で
開
始

世
界
宗
教
者
会
議
の
「
共
有

さ
れ
る
安
全
保
障
」
を
テ
ー
マ

に
、
①
「
環
境
・
気
候
変
動：

相
互
関
連
性
を
通
し
て
共
生
を

促
進
す
る
」
②
「
ミ
レ
ニ
ア
ム

開
発
目
標：

貧
困
撲
滅
の
意
志

を
固
め
、
開
発
を
促
進
す
る
」

③
「
核
非
武
装：

核
兵
器
の
廃

絶
に
向
け
て
」
④
「
暴
力
的
紛

争
と
テ
ロ
リ
ズ
ム：

根
本
的
原

因
と
宗
教
の
誤
用
に
言
及
す

る
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
て
、

Ｇ
８
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け

て
、
宗
教
者
と
し
て
行
う
べ
き

平
和
の
た
め
の
提
言
が
議
論
な

さ
れ
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
は
、
ジ
ャ

ン
・
ル
イ
ー
ピ
エ
ー
ル
・
ト
ー

ラ
ン

バ
チ
カ
ン
諸
宗
教
対
話

評
議
会
長
官
か
ら
の
「
神
の
愛

に
な
ら
い
平
和
、
調
和
、
社
会

正
義
に
注
意
を
払
い
、
お
互
い

を
理
解
で
き
る
よ
う
に
倫
理
的

価
値
を
共
通
に
も
つ
こ
と
が
大

切
で
、
諸
宗
教
の
指
導
者
が
集

う
こ
の
機
会
に
協
働
し
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、

京
都
教
区
大
塚
喜
直
司
教
か
ら

紹
介
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
カ
ナ
ダ
・
ウ
ィ
ニ

ペ
グ
大
司
教
で
あ
り
カ
ナ
ダ
司

教
会
議
会
長
で
あ
る
ジ
ェ
ー
ム

＝講演する松浦司教様＝

＝諸宗教サミット会場の様子＝

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
司
教
委
員
会
主
催
。
札
幌
地
区
カ
ト
リ
ッ

ク
正
義
と
平
和
委
員
会
の
協
力
で
「
共
に
祈
る
集
い
」
を
開
催
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洗者ヨハネフランシスコ・ザベリオ

Ｇ８諸宗教サミット開催！
２０数カ国から宗教者の
代表が札幌に集う
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ス
・
ワ
イ
ズ
ゲ
ル
バ
ー
大
司
教

か
ら
は
「
宗
教
の
も
つ
精
神

的
・
倫
理
的
責
務
」
に
つ
い
て

提
言
さ
れ
た
。
カ
ナ
ダ
の
ノ
ー

ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者
ピ
ア
ノ
ン

氏
の
『
今
日
爆
薬
は
古
い
兵
器

と
な
っ
た
。
核
兵
器
が
使
用
さ

れ
る
と
大
き
な
犠
牲
を
生
む
。

科
学
的
進
歩
の
中
で
新
し
い
兵

器
が
開
発
さ
れ
た
ら
ど
う
な
る

か
？
核
兵
器
を
は
じ
め
兵
器
そ

の
も
の
を
廃
絶
さ
せ
る
べ
き
』

と
い
う
言
葉
を
紹
介
し
、
環
境

や
社
会
に
対
し
て
、
内
面
の
深

い
理
解
を
高
め
る
べ
き
で
あ

り
、
生
命
の
意
味
を
再
確
認
す

べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
社
会

に
対
し
て
人
間
は
何
を
し
て
き

た
か
？
そ
し
て
何
が
で
き
る

か
？
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
使
徒
パ
ウ
ロ
も
言
っ

て
い
る
―
実
り
豊
か
な
人
生

は
、
本
来
私
た
ち
に
神
は
与
え

ら
れ
て
い
る
―
」と
結
ば
れ
た
。

Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
へ
の

目
厳
し
く

市
民
サ
ミ
ッ
ト
２
０
０
８
・

世
界
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
札

幌
で
開
催

７
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
の

３
日
間
、
Ｇ
８
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
の
開
催
に
合
わ
せ
て
札
幌
で

開
催
さ
れ
た
。

世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
各
団
体

が
主
催
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
分
科
会
が
行
わ
れ
た
。
世
界

の
現
場
か
ら
の
報
告
が
な
さ

れ
、
現
在
の
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
の

あ
り
方
や
、
環
境
問
題
、
貧
困

問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｇ
８
サ

ミ
ッ
ト
と
は
違
っ
た
市
民
レ
ベ

ル
の
視
点
か
ら
白
熱
し
た
議
論

が
行
わ
れ
途
上
国
と
の
連
携
の

必
要
性
が
再
確
認
さ
れ
た
。

＝提言するカナダ・ワイズゲルバー大司教＝
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近
野
亘
神
父
は
、司
祭
叙
階
後
は
、

藤
女
子
大
学
で
の
教
鞭
生
活
が
長

く
、
宗
教
学
を
通
し
て
若
い
世
代
へ

の
宣
教
司
牧
に
励
ん
で
こ
ら
れ
た
。

授
業
以
外
の
時
間
で
も
ラ
テ
ン
語
を

教
え
る
な
ど
し
て
学
生
と
の
交
流
が

深
く
、
小
教
区
で
の
宣
教
司
牧

と
は
違
っ
た
形
の
司
牧
生
活
を

楽
し
ん
で
お
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

藤
学
園
を
退
職
後
は
、
ガ
ン

と
の
闘
病
生
活
と
い
う
重
荷
を

背
負
い
な
が
ら
も
、
３
つ
の
小

教
区
で
宣
教
司
牧
を
重
ね
た
。

﹇
略
歴
﹈

１
９
３
０
年
４
月
２９
日

釧
路
に
生
ま
れ
る

１
９
４
９
年
４
月
１６
日

富
岡
教
会
に
て
受
洗

１
９
６
２
年
３
月
２１
日

司
祭
叙
階

１
９
６
４
年
１１
月
か
ら

北
１
条
、
北
２６
教
会
助
任

歴
任

１
９
６
７
年
４
月
か
ら

藤
女
子
大
学
・
短
大
講
師
専
任

１
９
７
１
年
８
月
か
ら

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
ン
ス

ブ
ル
ク
留
学

１
９
７
２
年
１０
月
か
ら

藤
女
子
大
学
教
授

１
９
９
５
年
５
月
１
日

北
広
島
教
会
主
任

１
９
９
８
年
４
月
１
日

月
寒
教
会
主
任

２
０
０
１
年
７
月
１
日

大
麻
教
会
主
任

２
０
０
７
年
１１
月
１２
日

恵
佑
会
札
幌
病
院
に
入
院

２
０
０
８
年
７
月
５
日

帰
天

享
年
７８
歳

井
戸
井
栄
神
父
は
、
司
祭
叙
階
後

ま
も
な
く
ブ
ラ
ジ
ル
布
教
団
宣
教
師

と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
り
、
ロ
ン
ド

リ
ー
ナ
を
中
心
に
四
半
世
紀
に
わ
た

り
宣
教
司
牧
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

特
に
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
一
世
の
方

た
ち
の
気
持
ち
を
と
て
も
大
切
に
し

て
司
牧
に
関
わ
っ
て
い
た
と
言

う
。し
か
し
、１
９
９
０
年
に
糖

尿
病
か
ら
網
膜
は
く
離
を
患
い

帰
国
と
な
る
。
そ
の
後
１
年
半

治
療
に
専
念
し
、
視
力
の
低
下

と
い
う
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も

小
教
区
と
、在
道
ブ
ラ
ジ
ル
人
た

ち
の
司
牧
に
も
力
を
注
い
だ
。

﹇
略
歴
﹈

１
９
３
３
年
３
月
２１
日

小
樽
に
生
ま
れ
る

１
９
３
３
年
３
月
２５
日

富
岡
教
会
に
て
受
洗

１
９
６
２
年
３
月
２１
日

司
祭
叙
階

１
９
６
２
年
１２
月
１
日

月
寒
教
会
助
任

１
９
６
３
年
４
月
１
日

東
室
蘭
教
会
助
任

１
９
６
４
年
５
月
１４
日

ブ
ラ
ジ
ル
布
教
団
宣
教
師

と
し
て
渡
伯

１
９
９
０
年
１０
月
１
日

病
気
療
養
の
た
め
帰
国

１
９
９
２
年
４
月
１９
日

大
麻
教
会
主
任

２
０
０
１
年
４
月
１
日

千
歳
教
会
主
任

２
０
０
１
年
７
月
１
日

新
田
教
会
主
任

２
０
０
２
年
４
月
か
ら

北
１
条
、
北
２６
条
協
力

２
０
０
８
年
７
月
８
日

北
光
記
念
病
院
入
院

２
０
０
８
年
７
月
１１
日

帰
天

享
年
７５
歳

フランシスコ・ザベリオ
近野 亘 神父様を偲び

通夜（７月７日）と葬儀ミサ（７月８日）行われる

洗者ヨハネ
井戸井 栄 神父様を偲び

通夜（７月１４日）と葬儀ミサ（７月１５日）行われる
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年
々
参
加
す
る
司
祭
が
減
少

し
参
加
者
は
４２
名

今
回
は
「
北
海
道
の
福
音
宣

教
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
で
の
取
り
組
み
を
報
告

し
合
い
、
そ
れ
を
分
か
ち
合
っ

て
、
今
後
の
宣
教
司
牧
に
役
立

て
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
た
。

主
な
も
の
と
し
て
、
函
館
地

区
か
ら
は
Ｗ
ｅ
ｂ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
双
方
向
の

宣
教
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
苫

小
牧
地
区
か
ら
は
港
を
持
っ
て

い
る
土
地
柄
か
ら
外
国
人
船
員

奉
仕
会
の
宣
教
司
牧
の
あ
り

方
、
札
幌
地
区
か
ら
は
信
仰
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
語
ら
れ
る
こ
と

の
大
切
さ
か
ら
信
徒
の
要
理
担

当
者
養
成
講
座
の
取
り
組
み
や

ブ
ロ
ッ
ク
制
に
つ
い
て
、
旭
川

地
区
か
ら
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

修
道
会
の
宣
教
司
牧
地
区
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
に
で
き
た
宣
教

共
同
司
牧
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
北
見
地
区
か
ら
は
地
区
財

政
の
一
本
化
や
教
会
づ
く
り
の

パ
ー
ト
ー
ナ
ー
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
Ｙ
Ｌ
Ｓ
の
活
動
の
報
告

が
な
さ
れ
た
。

司
祭
主
導
の
宣
教
司
牧
の
ほ

か
に
、
信
徒
と
一
緒
に
働
く
こ

と
を
目
指
し
て
、
信
徒
や
修
道

者
と
分
か
ち
合
い
、
地
区
レ
ベ

ル
、
教
区
レ
ベ
ル
で
物
事
を
考

え
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
と
、

ミ
サ
の
時
に
子
ど
も
の
声
が
聞

こ
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
、
在
道
外
国
人
へ
の

宣
教
司
牧
の
ニ
ー
ズ
が
拡
大
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

＝参加司祭の集合写真＝

＝挨拶を行う地主司教＝

新
た
に
委
任
院
長
と
し
て
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
吉
元

邦
彦
神
父

が
、
２
０
０
８
年
６
月
３
日
付

け
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
母
院
ブ
リ

ッ
ク
ベ
ッ
ク
の
ド
ン
・
シ
ャ
ー

ル
・
ロ
ビ
ア
ル
ド
大
院
長
か
ら

一
年
間
の
契
約
で
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

﹇
吉
元
新
院
長
の
略
歴
﹈

１
９
５
８
年
生
ま
れ

１
９
８
８
年
に
大
分
修
道
院

に
て
入
会

１
９
９
３
年
に
盛
式
誓
願

２
０
０
４
年
か
ら
２
０
０
７
年

ま
で
大
分
・
お
告
げ
の
聖
母
ト

ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
の
委
任
院
長

２
０
０
６
年
に
司
祭
叙
階

２
０
０
８
年
６
月
２０
日
か
ら
北

海
道
・
灯
台
の
聖
母
ト
ラ
ピ
ス

ト
修
道
院
で
奉
仕
を
始
め
る

＝地区の報告の様子＝

静
内
教
会
は
１
９
５
８
年
に

メ
リ
ノ
ー
ル
宣
教
会
に
よ
っ
て

聖
堂
・
司
祭
館
・
信
徒
集
会
所

が
献
堂
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
、

日
高
支
庁
管
内
の
信
徒
は
苫
小

牧
の
教
会
ま
で
ミ
サ
を
受
け
に

通
っ
て
い
た
。
当
初
の
信
徒
数

は
、
苫
小
牧
の
教
会
か
ら
移
籍

し
た
５０
人
。
巡
回
教
会
と
し
て

浦
河
教
会
。

﹇
歴
代
主
任
司
祭
﹈

初
代

ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
師

２
代

オ
ニ
ー
ル
師

３
代

ラ
ー
ビ
ン
師

４
代

ヴ
ィ
ッ
テ
ン
グ
ル
師

５
代

ゲ
ー
リ
ン
師

６
代

ア
ッ
セ
ン
ハ
イ
マ
ー
師

７
代

オ
ニ
ー
ル
師

札
幌
修
道
院
の
設
立
は

１
９
１
１
年
で
あ
る
が
、
ベ
ル

リ
オ
ー
ズ
司
教
の
要
望
に
応
え

て
７
人
の
シ
ス
タ
ー
が
札
幌
に

来
道
し
、
北
１
条
教
会
の
近
く

に
借
家
を
借
り
て
宣
教
活
動
を

行
っ
た
の
が
１
９
０
８
年
で
今

年
で
百
年
目
に
あ
た
る
。
こ
れ

ら
を
記
念
し
て
今
年
ミ
サ
が
行

わ
れ
た
。
来
道
後
、
病
院
事
業
、

孤
児
収
容
施
設（
養
護
施
設
）、

天
使
院
の
授
産
作
業
所
と
し
て

の
印
刷
所
、
保
育
園
・
ベ
ビ
ー

ホ
ー
ム
、
小
学
校
・
中
学
校
、

大
学
を
開
設
し
て
、
時
代
の
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

い
っ
た
。

＝

米
国
へ
の
帰
国
前
に
、

司
教
館
に
挨
拶
に
こ
ら

れ
た
オ
ニ
ー
ル
神
父
と

場
�
神
父＝
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６
月
３０
日（
月
）か
ら
７
月
２
日（
水
）に
藤
学
園
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
と
花
川
マ
リ
ア
院
に
て
開
催

百
周
年
を
祝
う
記
念
ミ
サ
が
７
月
１２
日
（
土
）

北
１１
条
教
会
で
行
わ
れ
た

新
委
任
院
長
と
し
て
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
吉
元

邦
彦

神
父
が
大
分
か
ら
来
道
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６
月
２９
日
（
日
）
に
５０
周
年
を
祝
う

ミ
サ
が
行
わ
れ
た
。



教

区

の

皆

さ

ん 

献金 

278,000千円 

寄付金 

32,700千円 

指定献金・一粒会献金 
義援金 

27,800千円 

資産運用収入　8,100千円 

各小教区 

固定資産取得費 
　　44,900千円 

職員人件費 
　　16,500千円 

活動運営費 
　157 , 8 0 0千円 

司祭寄付金　9,000千円 

本部分担金 

540千円 

地区分担金 

68,200千円 

教区本部 
　司祭人件費 
　　　3,800千円 

職員人件費 
（フィリピン信徒宣教者・ 

　家庭支援センター専門職含む） 

 　　21,200千円 

活動運営費 
　　19,100千円 

教区分担金 
　36,600千円 

中央協・教皇庁 
へ分担金 
 3,600千円 

各地区本部 
司祭人件費　54,700千円 
（地区本部会計をとっていない地区もあります） 

指定献金先へ 
一粒会へ 
災害地へ 

祭儀献金 
　31,600千円 

［４］札幌教区ニュース／第９号

殉
教
者＝

イ
エ
ス

の
生
き
方
を
証
し

し
た
人
た
ち

列
福
式
実
行
委
員
会
が
列

福
式
に
向
け
て
決
め
た
標
語

の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
証
―

１
８
８
』
と
い
う
標
語
が
示

す
も
の
は
、
イ
エ
ス
の
生
き

方
を
証
し
し
た
１
８
８
人
と

い
う
こ
と
を
示
し
、
終
末
の

命
、
永
遠
の
命
に
希
望
を

も
っ
た
生
き
方
を
し
た

１
８
８
人
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
は
、
意
志
の
強
い

人
々
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、

イ
エ
ス
の
愛
、
み
こ
こ
ろ
、

教
え
を
た
だ
た
だ
信
じ
た

人
々
だ
っ
た
の
で
す
。

列
聖
列
福
特
別
委
員
会
委

員
長
で
あ
る
溝
部
脩
司
教
に

よ
る
と
、「
日
本
に
は
、
歴

史
的
背
景
か
ら
か
殉
教
者
が

多
く
、
今
回
の
選
定
に
は
多

く
の
困
難
が
あ
っ
た
。
氏

名
・
殉
教
の
場
所
・
日
時
が

分
か
っ
て
い
る
だ
け
で
も

５
５
０
０
名
を
下
る
こ
と
が

な
い
し
、
匿
名
の
者
を
数
え

る
と
２
万
名
は
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
２
０
５
福
者
の

選
定
基
準
を
ベ
ー
ス
に
、
５

つ
の
事
柄
を
基
準
と
し
て
選

定
し
て
い
き
ま
し
た
。

従
っ
て
、『
１
８
８
名
と

い
う
の
は
、
選
ば
れ
な
か
っ

た
他
の
全
て
の
殉
教
者
を
含

ん
で
い
る
』
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
ほ
し
い
。」
と
の
こ
と

で
す
。

そ
し
て
、
列
福
運
動
は
、

単
な
る
昔
の
物
語
で
は
な

く
、
現
代
に
生
き
る
人
々
に

向
か
っ
て
、
強
く
、
暖
か
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
受
け
て
、
私
た
ち

は
、
イ
エ
ス
の
証
し
人
で
あ

る
殉
教
者
か
ら
、
小
共
同
体

で
の
集
会
祭
儀
中
心
の
当

時
、
そ
の
人
々
に
秘
跡
を
授

け
る
司
祭
と
な
る
た
め
ロ
ー

マ
ま
で
歩
き
続
け
る
と
い
う

神
へ
の
一
途
な
気
持
ち
。

待
っ
て
い
る
司
祭
で
は
な

く
、
自
ら
歩
い
て
今
こ
こ
に

居
る
人
々
の
た
め
に
生
き
る

司
祭
と
し
て
の
姿
。
責
任
感

を
育
て
る
教
育
と
人
材
を
育

て
る
こ
と
の
大
切
さ
。
幼
い

子
ど
も
と
共
に
イ
エ
ス
を
証

し
し
た
家
庭
の
大
切
さ
。
障

が
い
を
乗
り
越
え
た
個
人
の

人
格
の
尊
重
な
ど
の
生
き
方

（＝

イ
エ
ス
の
生
き
方
）
を

現
代
に
証
し
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
福
音
を
述
べ
伝

え
る
我
々
の
使
命
で
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

札幌教区２００７年度決算概況報告
（２００７年４月１日～２００８年３月３１日）

札幌教区全体の収入と主な支出の流れをご報告いたします。
取り纏めに際しては、財政委員はじめ皆様のご協力に感謝いたします。

今般、司祭・修道者数の減少に伴い、宣教司牧活動に
際して、信徒の協力は大きなウェイトを占めるように
なってきています。例えば、専門的知識を有する信徒に
よる様々なケアや、在道外国人の宣教司牧やケアなどで
ある。
これに伴い、それらに要する費用を教区として準備す

ることも必要不可欠な事となってきています。

また、信徒が黙想会を開催できる施設も段々少なく
なってきており、その対策を取ることも教区として考え
ていかなければならないことでしょう。
司祭、修道者、信徒が協力して宣教司牧活動にあたっ

ていかなければなりません。皆様のご協力に感謝申し上
げるとともにこれからも宜しくお願い致します。

�
�
�
�
イ
エ
ス
の
証
し
人



札幌教区ニュース／第９号［５］

教区・各地区の行事予定 （８月～１０月）

「
一
八
八
殉
教
者
の
列
福
を
求
め
る
祈
り
」

い
つ
く
し
み
深
い
神
よ

▲
ひ
と
り
子
イ
エ
ス
は
、
十
字
架
の
死
に
よ
っ
て
全
て
の
人
の
救
い
主
と
な
り
、
神
へ
の
道
を
示
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
主
の
招
き
に
従
い
、
神
と
隣
人
の
た
め
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
尊
い
命
を
顧
み
て

下
さ
い
。
一
八
八
名
の
列
福
を
願
う
日
本
の
教
会
の
祈
り
を
聞
き
入
れ
、
殉
教
に
よ
っ
て
蒔
か
れ
た
信
仰
の
種
に
、
豊
か
な
実
り
を
結
ば
せ
て
下
さ
い
。

殉
教
者
の
証
し
が
、
旅
す
る
教
会
の
励
ま
し
、
道
し
る
べ
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。
恵
み
に
よ
っ
て
、
か
れ
ら
の
人
生
を
福
音
の
し
る
し
に
変
え
て
下
さ
っ
た
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
の
日
々
の
暮
ら

し
も
、
神
の
い
つ
く
し
み
を
現
す
も
の
と
し
て
下
さ
い
。
わ
た
し
た
ち
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
。
ア
ー
メ
ン

（
長
崎
大
司
教
認
可
）

■ 教 区
８月２５日（月）～２６日（火） 教区司祭月例会 （花川マリア院）
９月２２日（月）～２６日（金） 教区司祭黙想会 （トラピスト）
２８日（日） 国際デー （北１条）

１０月２０日（月）～２２日（木） 東京管区司祭研修大会

■ 札幌地区
８月上旬 中学生合宿
〃 高校生夏キャンプ
６日（水） 地区宣司評事務局会議 （ベネディクトハウス）
６日（水）～１５日（金） 平和旬間
１５日（金） 平和祈願ミサ・平和行進 （北１条教会）
１７日（日） 第３回使徒職大会実行委員会（小野幌）
３０日（土） 研修会① 講師：中川博道師

９月３日（水） 地区宣司評事務局会議 （ベネディクトハウス）
１３日（土） 研修会② 講師：雨宮慧師
１４日（日） 第３回評議会 （北２６条）

１０月１日（水） 地区宣司評事務局会議 （ベネディクトハウス）
４日（土） 使徒職大会準備・侍者会 （藤女大）
５日（日） 使徒職大会 （藤女大）
１３日（月） 教会創立百周年記念ミサ （北十一条）
１９日（日） 市内合同墓参 （円山・里塚・白石）

■ 函館地区
８月６日（水） 平和祈祷集会 （日本キリスト教団函館千歳教会）
２４日（日） 地区合同ミサ・懇親会 （宮前町教会）

９月１４日（日） 函館市内教会合同墓参
１０月１８日（土）～１９日（日） 地区合同黙想会講師：肥塚�司師 （宮前町教会）

■ 釧路地区
８月３１日（日） 地区信徒大会

■ 苫小牧地区
８月２４日（日） 地区女性大会 （室蘭プリンスホテル）
９月１１日（木） 苫小牧キリスト教船員奉仕会役員会

（シーフェアラーズセンター）

■ 旭川地区
８月２日（土）～ ３日（日） 名寄・士別巡回

２日（土）～ ４日（月） 稚内・枝幸巡回
８日（金）～ １６日（土） 稚内・枝幸巡回
１５日（金） 新谷のり子コンサート （旭川５条教会）
１７日（日） 地区カトリック大会
３１日（日） 合同初聖体式 （旭川５条教会）

９月１日（月）～ ６日（土） ＯＦＭ北海道ブロック黙想会 （花川マリア院）
１３日（土）～ １５日（月） 稚内・枝幸巡回
２０日（土）～ ２１日（日） 旭川地区信徒黙想会
２０日（土）～ ２５日（木） 名寄・士別巡回
２４日（水）～１０月２日（木） 稚内・枝幸巡回

１０月９日（木）～ １４日（火） 稚内・枝幸巡回
１８日（土）～ ２３日（木） 名寄・士別巡回
２２日（水）～ ３０日（木） 稚内・枝幸巡回

■ 北見地区
８月９日（土）～ １０日（日） 教会学校・ＹＬＳ合同夏季キャンプ （北見教会）
３１日（日） カトリック大会 講師：ライヤ師 （北見教会）

１０月末 地区宣教司牧評議会 （美幌教会）
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［６］札幌教区ニュース／第９号

◆
訃
報
◆

安
息
を
お
祈
り
下
さ
い
。

◆
聖
ゲ
オ
ル
ギ
オ
の
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
修
道
会

Sr
�Ｍ
マ
リ
ー
タ

大
杉

久
美

大
杉
シ
ス
タ
ー
は
、
４４
年
の

奉
献
生
活
を
送
り
、
２
０
０
８

年
６
月
７
日
１２
時
４６
分
腎
臓
ガ

ン
の
た
め
、
入
院
先
の
北
海
道

大
学
病
院
で
永
眠
い
た
し
ま
し

た
。１

９
４
４
年
に
歌
志
内
に
生

ま
れ
、
１
９
６
１
年
登
別
教
会

に
て
受
洗
。
１
９
６
４
年
に
修

道
会
に
入
会
し
、
１
９
６
７
年

に
初
請
願
を
た
て
、
１
９
７
５

年
終
生
請
願
。

故
人
は
、
初
誓
願
宣
立
後
２

年
半
修
道
院
内
で
働
き
、
そ
の

後
大
学
の
経
済
学
部
で
学
ん
だ

後
、
月
形
藤
の
園
老
人
ホ
ー
ム

の
事
務
所
で
７
年
間
働
き
ま
し

た
。
１
９
８
１
年
７
月
に
札
幌

の
修
道
院
本
部
に
戻
り
、
以
後

帰
天
の
少
し
前
ま
で
の
２７
年
間

を
修
道
会
日
本
管
区
の
会
計
を

務
め
ま
し
た
。
深
い
信
仰
の
う

ち
に
自
分
に
任
せ
ら
れ
た
係
り

を
責
任
と
落
ち
着
き
を
も
っ
て

果
た
し
ま
し
た
。
元
気
・
活
発

で
よ
く
働
く
シ
ス
タ
ー
と
し
て

知
ら
れ
、
人
の
必
要
を
敏
感
に

感
じ
取
る
こ
と
の
出
来
る
温
か

い
心
の
持
ち
主
で
し
た
。

■
編
集
後
記
■

１８８
殉
教
者
の
列
福
式
ま
で
４
ヶ
月
を
き
り
ま
し
た
。
式
の

準
備
に
あ
た
っ
て
い
る
長
崎
教
区
の
方
々
に
は
た
だ
た
だ
感

謝
で
す
。

殉
教
者
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
行
い
を
証
し
し
た

人
々
。
時
代
を
越
え
て
イ
エ
ス
と
共
に
生
き
た
人
々
。

殉
教
者
に
倣
っ
て
生
き
る
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い

で
し
ょ
う
か
？

ま
ず
、
私
た
ち
が
す
ぐ
に
出
来
る
証
し
は
「
祈
る
」
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
平
和
の
た
め
に
祈
る
。
貧
し
い
人

た
ち
の
た
め
に
祈
る
。
隣
人
の
た
め
に
祈
る
。
教
会
の
た
め

に
祈
る
。
司
祭
の
た
め
に
祈
る
。
祈
り
の
力
は
大
き
い
で
す
。

祈
り
ま
し
ょ
う
。

教
区
の
風

虻
田
教
会
と

平
和
の
鐘

伊
達
の
「
平
和
の
鐘
」

＝

救
い
の
鐘
、祈
り
の
鐘＝

伊
達
市
網
代
町
の
市
水

道
庁
舎
横
の
小
公
園
に

「
平
和
の
鐘
」
が
あ
り
ま

す
。郷

土
史
を
研
究
す
る
泉

隆
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
鐘

に
は
、
平
和
へ
の
願
い
、

戦
没
し
た
多
く
の
人
々
の

鎮
魂
の
た
め
祈
り
、
戦
い

の
な
い
世
の
中
に
す
る
た

め
の
念
願
が
こ
め
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
鐘
の
由
来
は
、
北

海
道
開
拓
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
明
治
１３
年
北
海
道
開

拓
当
時
の
官
立
鉄
道
「
手

宮
（
現
南
小
樽
）
駅
」
で

駅
の
釣
鐘
と
し
て
使
用
さ

れ
た
「
開
拓
の
鐘
」
が
始

ま
り
で
し
た
。

そ
し
て
、「
開
拓
の
鐘
」

の
姉
妹
の
鐘
は
、
有
珠
鉄

道
で
も
利
用
さ
れ
、
第
二

次
世
界
大
戦
の
頃
は
有
珠

鉄
道
病
院
で
空
襲
時
に
避

難
の
警
鐘
と
し
て
利
用
さ

れ
、
多
く
の
人
々
の
命
を

救
っ
た
「
救
い
の
鐘
」
で

し
た
。

そ
の「
救
い
の
鐘
」は
、

昭
和
３６
年
に
、
伝
道
師
と

し
て
有
珠
方
面
の
宣
教
に

あ
た
っ
て
い
た
小
森
芳
雄

氏
の
尽
力
に
よ
り
、
改
築

さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
有
珠

教
会
の
塔
（
鐘
楼
）
の
中

に
納
ま
り
、
朝
昼
晩
と
日

曜
日
の
ミ
サ
の
時
を
告
げ

る
「
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ス
（
祈

り
）
の
鐘
」
と
な
り
ま
し

た
。昭

和
３７
年
５
月
２０
日
の

虻
田
教
会
の
献
堂
式
で
、

２
年
前
に
帰
国
な
さ
っ
た

メ
イ
ナ
ー
ド
神
父
（
メ
リ

ノ
ー
ル
宣
教
会
）
に
よ
っ

て
「
鐘
」
は
聖
別
さ
れ
ま

し
た
。

昭
和
４７
年
虻
田
教
会
の

建
物
は
取
り
壊
さ
れ
、

「
鐘
」
は
伊
達
に
移
送
さ

れ
、
長
い
年
月
を
経
過
し

て
昭
和
６２
年
に
伊
達
市
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で

は
、
特
に
毎
年
の
平
和
旬

間
で
「
平
和
」
に
向
け
て

心
を
一
つ
に
し
て
祈
り
ま

す
。奇

し
く
も
、
マ
リ
ア
様

の
被
昇
天
の
祭
日
で
あ
る

８
月
１５
日
が
日
本
の
終
戦

記
念
日
に
あ
た
り
ま
す
。

カ
ト
リ
ッ
ク
北
一
条
教

会（
司
教
座
聖
堂
）で
は
、

毎
年
、
夕
方
６
時
か
ら
司

教
司
式
の
平
和
祈
願
ミ
サ

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
祈

り
」
は
大
き
な
力
で
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
が
出
来

る
「
第
一
歩
」
で
す
。
多

く
の
方
が
同
じ
場
所
に
集

い
、
心
を
一
つ
に
し
て
祈

る
こ
と
が
出
来
た
ら
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
共
に
祈
り
ま

し
ょ
う
。

まま
とと
まま
っっ
たた

時時
間間
がが
とと
れれ
るる

��
��
��
��

カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
の
教

皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六
世
の

「
霊
的
講
話
集
」

（
１
、０
５
０
円
）

「
聖
体
―
教
会
生
活
と
宣
教
の

源
泉
と
頂
点
」
の
テ
ー
マ
で
開

か
れ
た
世
界
代
表
司
教
会
議
後

の
使
徒
的
勧
告（

１
、０
５
０
円
）

私
的
・
個
人
的
領
域
に
追
い
や

ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
希
望
。

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
お
け
る
そ

の
真
の
価
値
を
示
す
回
勅

（
９
４
５
円
）


